
令和６年度～令和１３年度
（前期基本計画、総合戦略は令和９年度までの４年間）

令和7年度進捗状況・令和8年度取組方針

•基本理念

資料１



•人口の将来展望

令和22（2040）年目標人口 21,000人

指標名 単位
令和４年度 令和６年度 令和7年度 令和９年度

実績値(基準値) 実績値 実績値 計画目標値 取得の方法等

転出超過数人/年 147 92 103 88 岐阜県人口動態統
計調査(各年結果)

ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ
乗降者数

人/日 221 267 303 297 乗降者数

交流人口 人/年 581,694 629,860 611,659 650,000
山県市観光入込客
者数調査集計表
（年集計）

※令和5年国立社会保障・人口問題研究会による山県市の将来推計人口17,576人より約3,400人多い目標数値

•重要業績評価指標 山県市デジタル田園都市国家構想総合戦略から

•将来像



90%≦予定通り進んでいる＜110%

プラン全体

進捗状況 項目数 割合

完了 2 2%

目標を大幅に上回った
予定より早く進んでいる

概ね目標どおり
予定通り進んでいる
目標を下回った

予定より遅れている

未着手・未開催 0 0%

その他（測定待ち等） 14 13%

計 108 100%

（１）子育ち・教育・文化分野（こどもまんなかのまちづくりの推進）

進捗状況 項目数 割合

完了 1 4%

目標を大幅に上回った
予定より早く進んでいる

概ね目標どおり
予定通り進んでいる
目標を下回った

予定より遅れている

未着手・未開催 0 0%

その他（測定待ち等） 0 0%

計 25 100%

（２）健康福祉分野（誰もが住み慣れた地域でいられる健康福祉の推進）

進捗状況 項目数 割合

完了 0 0%

目標を大幅に上回った
予定より早く進んでいる

概ね目標どおり
予定通り進んでいる
目標を下回った

予定より遅れている

未着手・未開催 0 0%

その他（測定待ち等） 3 18%

計 17 100%
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自然と活力調和プラン　令和7年度進捗状況　グラフ
（第３次山県市総合計画基本構想・前期基本計画及び山県市デジタル田園都市国家構想総合戦略）
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完了 2%

目標を大幅に上回った 24%

概ね目標どおり 42%

目標を下回った 19%

未着手・未開催 0%

その他（測定待ち等） 13%

完了 4%

目標を大幅に上回った 32%

概ね目標どおり 24%

目標を下回った 40%

未着手・未開催 0%

その他（測定待ち等） 0%

完了 0%

目標を大幅に上回った 23%

概ね目標どおり 53%

目標を下回った 6%

未着手・未開催 0%

その他（測定待ち等） 18%



（３）生活基盤分野（快適で安全な暮らしの基盤の充実）

進捗状況 項目数 割合

完了 1 4%
目標を大幅に上回った
予定より早く進んでいる

概ね目標どおり
予定通り進んでいる
目標を下回った

予定より遅れている
未着手・未開催 0 0%

その他（測定待ち等） 2 8%

計 26 100%

（４）産業分野（元気・活力のある地域産業の振興）

進捗状況 項目数 割合

完了 0 0%
目標を大幅に上回った
予定より早く進んでいる

概ね目標どおり
予定通り進んでいる
目標を下回った

予定より遅れている
未着手・未開催 0 0%

その他（測定待ち等） 0 0%

計 12 100%

（５）環境分野（自然共生・資源循環の推進）

進捗状況 項目数 割合

完了 0 0%
目標を大幅に上回った
予定より早く進んでいる

概ね目標どおり
予定通り進んでいる
目標を下回った

予定より遅れている
未着手・未開催 0 0%

その他（測定待ち等） 3 33%

計 9 100%

（６）行財政分野（地域とともにつくる持続可能な自治体経営の推進）

進捗状況 項目数 割合

完了 0 0%
目標を大幅に上回った
予定より早く進んでいる

概ね目標どおり
予定通り進んでいる
目標を下回った

予定より遅れている
未着手・未開催 0 0%

その他（測定待ち等） 6 32%

計 19 100%
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完了 4%

目標を大幅に上回った 19%

概ね目標どおり 54%

目標を下回った 15%

未着手・未開催 0%

その他（測定待ち等） 8%

完了 0%

目標を大幅に上回った 33%

概ね目標どおり 42%

目標を下回った 25%

未着手・未開催 0%

その他（測定待ち等） 0%

完了 0%

目標を大幅に上回った 11%

概ね目標どおり 56%目標を下回った 0%

未着手・未開催 0%

その他（測定待ち等） 33%

完了 0%

目標を大幅に上回った 21%

概ね目標どおり 31%

目標を下回った 16%

未着手・未開催 0%

その他（測定待ち等） 32%



【前期基本計画】 ↙ (　)：令和7年度担当課名 令和8年7月時点

令和４年度 令和９年度 目標指標の測定 備考

実績値(基準値) 実績値 目標値 実績値 進捗状況※ 目標値 （令和７年度実績を踏まえた）取組方針 計画目標値 あるいは取得の方法

こども･健康課
(子育て支援課) 赤ちゃん訪問実施率 ％ 100 100 100 100

概ね目標ど
おり

100 赤ちゃんが生まれた全ての家庭に訪問する。 100 実績値(実施数/対象者数）

こども･健康課
(子育て支援課) 児童相談件数（支援・見守）割合 ％ 43.6 28.5 40.0 24.4

目標を下
回った

40.4 支援から見守りへ移行できるよう他機関との連携を図る。 56.4
実績値(要保護児童の支援・見
守の児童に対しての割合)

生涯学習課
放課後児童クラブ利用登録児童数割
合

％ 17.6 24.0 23.6 27.2
目標を大幅
に上回った

23.6 待機児童が発生することなく利用できるように取り組む。 23.6
利用登録児童数/市内小学校児
童数（４月１日時点）

こども･健康課
(子育て支援課) ファミリー・サポート利用者数 人 73 59 77 36

目標を下
回った

75
市広報やホームページで幅広く周知する。北部地域の援助会員を増やす。
未満児の就園率が高くなり需要が減っている。 100 実績値

こども･健康課
(子育て支援課) 子ども食堂の団体数 団体 3 3 4 3

予定より遅
れている

4 市広報やホームページで幅広く周知する。 4 高富・伊自良・美山地域に開設 各年度末時点

学校教育課
こどもサポートセンターを利用した
児童生徒の満足度

％ － 89 60 89
目標を大幅
に上回った

60
学校、関係各課と連携し教育相談体制や保護者支援を充実させ、学校や適
応指導教室に通学できない児童生徒の対応強化に努める。 60

こどもサポートセンターから報
告

学校教育課
学校コラボレーター活動延べ人数
（登下校指導を除く）

人 1,405 1,444 1,450 1,949
目標を大幅
に上回った

1,500
各校の通信発行等によりコラボレーター活動の周知を継続する。
学校運営協議会にて、学校と地域との共通理解を図ることを継続する。 1,500 各学校からの報告

生涯学習課 放課後アトリエ教室 回／月 0.0 0.3 1.6 0.3
目標を下
回った

1.6 年間２０回の開催を目標に小中学校の希望者を対象に実施する 3.0 開催回数／１２ヶ月
R6実績、R7目標各数値：
単位統一（回／月）に伴
い数値修正

生涯学習課
中学生以下の図書貸し出し数（市
内）

冊 13,484 13,359 14,000 13,742
概ね目標ど
おり

14,000 新刊やお勧め本を保護者や学校ににメ－ルを活用して直接提供する。 14,500 貸出統計累積により算出

生涯学習課
就学前乳幼児向けコンサートの参加
人数

人 200 80 100 120
目標を大幅
に上回った

150 親子で楽しめるコンサートを企画する。 250 イベント当日のカウント

学校教育課 不登校(30日以上欠席)児童･生徒数
1000人
当たり
の人数

29 30 25 25.4
概ね目標ど
おり

23
学校で学ぶことに意欲をもてる風土づくりに努めるとともに、不登校の欠
席を早期に認知し、関係機関と連携して支援を行う。 20 各校からの報告 低い数値を評価

学校教育課 学習ドリルソフト利用回数 回／月 － 13 10 7
目標を下
回った

10
授業や朝学習、家庭学習において学習ドリルを計画的に活用するととも
に、学校ごとに利用実績を毎月確認・共有し、月10回以上の利用定着を図
る。

22 実績値データより取得

学校教育課 多目的ルーム利用率 ％ － 36 41 30
目標を下
回った

41
異学年交流や意見交流、児童会や生徒会、総合的な学習の時間等、多岐に
わたる活動に積極的な活用を図る。 50 各校からの報告

学校教育課 地元食材提供回数 回 － 12 24 12
目標を下
回った

24

子どもたちに好評な給食メニューを毎月1回(給食レシピ2種類分）、山県市
公式LINEに投稿し家庭のメニューの参考に取り入れていただけるよう取り
組む。また、給食レシピとは別に給食現場を支える人達の特集も公式LINE
に投稿する。

24 LINE投稿回数

生涯学習課 公民館講座（公民館） 講座 13 9 12 11
概ね目標ど
おり

4 中央・地区公民館で講座を開講できるようにする。 20

生涯学習課 市民一人あたりの蔵書貸出冊数 冊 3.3 3.0 4 3.3
目標を下
回った

4
社会情勢や話題の書籍など、その時々に応じた図書のレイアウトを見直
し、より活用のしやすい環境をつくる。 4

図書貸出し総数から、山県市民
への貸出し総数を人口で除す
る。

生涯学習課 主催スポーツイベント参加者数 人 600 800 700 860
目標を大幅
に上回った

750
いつでも、どこでも、だれもが参加ができるスポーツレクリエーションの
催しを企画する。 800 イベント当日のカウント
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自然と活力調和プラン（第３次山県市総合計画基本構想・前期基本計画及び山県市デジタル田園都市国家構想総合戦略）

令和7年度進捗状況・令和8年度取組方針

令和６年度 令和７年度 令和８年度基
本
目
標

施
策

担当課 指標名 単位

 ※「予定通り進んでいる」は、令和7年度の目標値に対し、概ね±10%以内を達成している場合としています。 赤字部分は、昨年度資料に掲載した内容から加筆又は修正しています。 1/6



【前期基本計画】 ↙ (　)：令和7年度担当課名 令和8年7月時点

令和４年度 令和９年度 目標指標の測定 備考

実績値(基準値) 実績値 目標値 実績値 進捗状況※ 目標値 （令和７年度実績を踏まえた）取組方針 計画目標値 あるいは取得の方法

令和7年度進捗状況・令和8年度取組方針

令和６年度 令和７年度 令和８年度基
本
目
標

施
策

担当課 指標名 単位

３
　
生
涯
学

習
・
ス
ポ
ー

ツ
の
推
進

生涯学習課 体育施設の利用者数 人 250,000 266,813 255,000 281,093
目標を大幅
に上回った

275,000
スマートフォン等での予約やキャッシュレス決済端末の導入により利用し
やすい環境を整える。 300,000 予約システムにより集計

福祉課 美里会館利用者数 人 5,736 6,205 6,000 6,675
目標を大幅
に上回った

6,000
地域住民の福祉の向上や、人権啓発の住民交流の拠点となる開かれたコ
ミュニティ拠点として、生活上の各種相談事業や人権課題の解決のための
各種事業を総合的に行っていく。

6,000

生涯学習課 人権教育講演会参加者数 人 250 233 300 262
目標を下
回った

300
昨年度と同水準の参加者数を目標にし、さらにライブ配信によってより多
くの視聴者を見込む。 300

企画財政課 さくらカンパニー認定企業数 社 24 27 29 30
予定通り進
んでいる

29
さくらカンパニー事業の普及促進を図り、地域全体でワーク・ライフ・バ
ランスや女性活躍の機運を高めていく。 29 市が認定した企業数 各年度末時点

生涯学習課 大桑城跡国史跡指定 指定 － － 意見具申 指定 完了 追加指定 本年度は追加指定に向けた意見具申を行う。 指定 文部科学大臣による官報告示

生涯学習課 無形民俗文化財公演会等来場者数 人数 100 180 160 110
目標を下
回った

140
本年度は新たな団体の出演予定があるため、より広い層への周知・公開
と、担い手の育成を目的に、舞台公演を行う。 180

生涯学習課 古田紹欽記念館来館者数 人数 4,100 4,004 4,300 4,809
目標を大幅
に上回った

4,900
記念館のみの来館ではなく、文化ゾーン全体のイベント等に参加者が来館
しうるような環境づくりを行う。 5,000

学校教育課

山県の自然体験学習や歴史学習を通
して、ふるさと山県での楽しさや学
びを感じることができた児童の割合

％ 95.2 94 95%以上維持 97.8%
概ね目標ど
おり

95％以上維持
山県市の自然や歴史を体験し、ふるさとについて問いをもって学ぶことが
できる活動を、委託業者とともに充実させる。

95％以上維持 市内小学校

福祉課
地域の活動や行事へ「積極的に参加
している」割合

％ 26.3 － － －
その他（測
定待ち等）

－ 次回アンケートは令和８年度中予定 31.3
地域福祉に関する市民アンケー
ト

福祉課
地域課題の解決方法「住民同士で協
力して解決したい」の割合

％ 45.1 － － －
その他（測
定待ち等）

－ 次回アンケートは令和８年度中予定 49.5
地域福祉に関する市民アンケー
ト

福祉課

福祉サービス情報の入手について、
「十分できている」と「おおむねで
きている」の合計の割合

％ 22.2 － － －
その他（測
定待ち等）

－ 次回アンケートは令和８年度中予定 28.7
地域福祉に関する市民アンケー
ト

こども･健康課

(健康介護課) 特定健康診査受診率 ％ 36.8 44.8 38  43.2(未確定)
目標を大幅
に上回った

39
健診について幅広い世代に周知し、広報やチラシ、はがきなどの媒体を通
して効率的・効果的な受診勧奨を実施する。 40以上 特定健診等実施状況統計表

R6実績値、確定数値に修
正

こども･健康課

(健康介護課) う歯のない児の割合（12歳児） ％ 99.0 98.9 97.0 96.4
概ね目標ど
おり

97.0 むし歯予防事業のブラッシング指導やフッ化物洗口事業を継続する。 97.0以上維持 学校保健統計調査

こども･健康課

(健康介護課)
ゲートキーパー研修累計受講者数
（直近５年間）

人 578 674 500 651
予定より早
く進んでい
る

500
市民や関係機関を対象としたゲートキーパー養成研修を開催し、メンタル
ヘルスケアや自殺予防についての普及・啓発を推進する。 500以上 健康介護課集計 各年度末時点

こども･健康課

(健康介護課) 高齢者インフルエンザ予防接種率 ％ 57.9 50 55 51
概ね目標ど
おり

55
予防接種の必要性を対象の市民に伝え、適切な時期に接種できるよう環境
整備や周知を行う。 70以上 地域保健・健康増進事業報告

市民環境課 国民健康保険税の収納率 ％ 95.9 94.86 95.91 95.07
概ね目標ど
おり

95.96
口座振替、コンビニエンスストア、スマホ決済アプリでの納付を推進す
る。 95.96

過去4年間の実績から収納率の
増加分の平均を算出し、加算

こども･健康課

(健康介護課)
美山北部地域巡回診療の年間利用者
数

延べ人数 － 2 15 31
目標を大幅
に上回った

40
山県医師会の２医療機関の協力のもと、いわ桜コミュニティーセンターに
て巡回診療を行う。 50以上 健康介護課集計

８
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齢
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福
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の
充
実

福祉課
(健康介護課)

要支援・要介護認定率（第1号被保険
者）

％ 15.8 15.2 15.2 15.8
概ね目標ど
おり

15.8
各種介護予防事業を実施するほか、特定健康診査及び後期高齢者健康診査
の自己負担金を無料化を継続する。 16.5

実績値(認定者数/第1号被保険
者数）

低い数値を評価
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５
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権
が
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社
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づ
く
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 ※「予定通り進んでいる」は、令和7年度の目標値に対し、概ね±10%以内を達成している場合としています。 赤字部分は、昨年度資料に掲載した内容から加筆又は修正しています。 2/6



【前期基本計画】 ↙ (　)：令和7年度担当課名 令和8年7月時点

令和４年度 令和９年度 目標指標の測定 備考

実績値(基準値) 実績値 目標値 実績値 進捗状況※ 目標値 （令和７年度実績を踏まえた）取組方針 計画目標値 あるいは取得の方法

令和7年度進捗状況・令和8年度取組方針

令和６年度 令和７年度 令和８年度基
本
目
標

施
策

担当課 指標名 単位

福祉課
(健康介護課) 一般介護予防事業参加延べ人数 人/年 8,174 10,206 9,000 9,791

概ね目標ど
おり

9,000
新規参加者を増やすため、介護予防やフレイル予防の普及啓発、個別訪問
等による参加勧奨を行う。 9,000 実績値

福祉課
(健康介護課) 認知症サポーター延べ人数 人 2,068 2,332 2,400 2,355

予定通り進
んでいる

2,400
幅広い世代に受講してもらうよう、小中学校や商業施設等での養成に力を
入れる。 2,500 実績値 各年度末時点

福祉課
ワンコインサービスの受注件数（シ
ルバー人材センター）

件 359 187 380 274
目標を下
回った

380
「ちょっと困りごと」をワンコインで引き受けるワンコインサービスを通
じて、70代の加入が主な会員の中、少しでも高齢者が地域の中での生きが
いを得られるよう、山県市シルバー人材センターの活動を支援する。

380 実績値

福祉課
強度行動障害に関する状況、支援
ニーズの把握及び検討

回数/年 0 1 1 1
概ね目標ど
おり

1 必要に応じ他市町に調査方法等を確認し検討していく。 1

福祉課
地域生活支援拠点における運用状況
の検証及び検討

回数/年 1 1 1 1
概ね目標ど
おり

1
地域生活支援拠点において、関係機関との連携も含め、運用状況や課題等
検討する場を設ける。 1

福祉課 子ども支援部会への参加機関数 数 11 14 13 15
目標を大幅
に上回った

13
幼児期から学齢期について新しい委員とも共有できるよう各機関と連携し
ていく。 13

福祉課 重層的支援に関する会議等の開催 回数/年 1 1 1 1
概ね目標ど
おり

1 相談窓口担当課による、情報共有及び連携を図るため会議を開催する。 1

総務課 地区防災計画策定数 地区 0（単年） 0（累計） 1（累計） 0（累計）
その他（測
定待ち等）

1（累計） 地区計画策定に向けてモデル地区選定及び関係者との協議を進める。 1（累計） （累計R6～9）
（累計）を明示、R6以降
の目標値・実績値をR6以
降の累計で算出

総務課 山県市情報配信サービス登録者数 人 442 449 490 531
予定通り進
んでいる

550
各種行事実施時やＨＰ等にて情報発信し、新規登録を促していく。また、
市公式LINEでの防災情報発信も並行して実施する。 600

「すぐメール」登録者数（年度
末）

各年度末時点
「（累計）」を削除、
「目標指標の測定」を訂
正

総務課 防災士（新規資格取得者） 人 3（単年） 2（累計） 10（累計） 7（累計）
予定より遅
れている

15（累計）
県や関係機関等から提供される養成講座等の案内情報や、資格取得に係る
助成制度を、広報やHP等にて市民に周知・案内する。 20（累計） （累計R6～9）

（累計）を明示、R6以降
の目標値・実績値をR6以
降の累計で算出

建設課 木造住宅耐震診断実施件数 件 6（単年） 51（累計） 17（累計） 61（累計）
予定より早
く進んでい
る

19（累計） 制度周知なども含め啓発活動に取り組む。 20（累計） （累計R6～9）
（累計）を明示、R6以降
の目標値・実績値をR6以
降の累計で算出

建設課 木造住宅耐震補強工事実施件数 件 0（単年） 1（累計） 2（累計） 2（累計）
予定通り進
んでいる

3（累計） 制度周知なども含め啓発活動に取り組む。 4（累計） （累計R6～9）
（累計）を明示、R6以降
の目標値・実績値をR6以
降の累計で算出

総務課 防犯啓発活動の実施 回/年 12 12 12 12
概ね目標ど
おり

12
犯罪の未然防止に向けた取り組みとして、複雑化・多様化する犯罪に対し
て、情報を提供を行う。 12 情報紙の発行回数

総務課 交通安全教育の実施 回/年 42 41 42 47
目標を大幅
に上回った

42
交通事故の無い安全で住みよい社会の実現に向けた取り組みとして、年齢
段階別に交通安全教室を行う。 42 交通安全教室の開催数

総務課 街頭啓発活動実施 回/年 23 23 23 25
概ね目標ど
おり

23
交通ルールの遵守及び交通マナー向上のため啓発活動を行い、市民の交通
安全意識の高揚を図る。 23 街頭指導の実施回数

市民環境課 消費者行政年間相談数 件 37 13 40 38
概ね目標ど
おり

40 市民へ消費生活相談の啓発を行う。 45 相談人数のカウント

建設課 公園トイレの改良整備箇所数 箇所 0（単年） 0（累計） 1（累計） 1（累計）
予定通り進
んでいる

1（累計）
四国山香りの森公園屋外トイレをユニバーサルデザイン化を目的に改修を
行う。 2（累計）

トイレに係る改良整備箇所数
（累計R6～9）

（累計）を明示、R6以降
の目標値・実績値をR6以
降の累計で算出

建設課 危険空家等除却補助金交付件数 件 6（単年） 7（累計） 11（累計） 13（累計）
予定より早
く進んでい
る

18（累計） 制度周知なども含め啓発活動に取り組む。 20（累計） （累計R6～9）
（累計）を明示、R6以降
の目標値・実績値をR6以
降の累計で算出
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 ※「予定通り進んでいる」は、令和7年度の目標値に対し、概ね±10%以内を達成している場合としています。 赤字部分は、昨年度資料に掲載した内容から加筆又は修正しています。 3/6



【前期基本計画】 ↙ (　)：令和7年度担当課名 令和8年7月時点

令和４年度 令和９年度 目標指標の測定 備考

実績値(基準値) 実績値 目標値 実績値 進捗状況※ 目標値 （令和７年度実績を踏まえた）取組方針 計画目標値 あるいは取得の方法

令和7年度進捗状況・令和8年度取組方針

令和６年度 令和７年度 令和８年度基
本
目
標

施
策

担当課 指標名 単位

建設課
住宅取得等祝金制度の住宅取得・増
築件数

件 38（単年） 20（累計） 60（累計） 37（累計）
予定より遅
れている

90（累計） 制度周知なども含め啓発活動に取り組む。 120（累計） （累計R6～9）
（累計）を明示、R6以降
の目標値・実績値をR6以
降の累計で算出

企画財政課
(まちづくり・

企業支援課)
空家バンク登録数 件 15（単年） 22（累計） 25（累計） 43（累計）

予定より早
く進んでい
る

50（累計） 空き家バンクについて周知する。 50（累計） （累計R6～9）
（累計）を明示、R6以降
の目標値・実績値をR6以
降の累計で算出

企画財政課
(まちづくり・

企業支援課)
空家利活用促進補助金交付件数 件 14（単年） 7（累計） 24（累計） 17（累計）

予定より遅
れている

38（累計） 空き家を取得・改修した人等に補助金制度を周知する。 50（累計） （累計R6～9）
（累計）を明示、R6以降
の目標値・実績値をR6以
降の累計で算出

市民環境課 環境パトロール回数 延回/年 160 160 160 160
概ね目標ど
おり

160
定期的なパトロールを実施し、市内の環境衛生保全や不法投棄の早期発見
に努める。 160 年間委託回数

建設課 都市計画マスタープランの見直し － －  見直し（改定） － － 完了 － 基本的な指針に従い都市計画事業を進める。 見直し 令和６年度改定予定
令和6年度実績値表記修
正

農林商工課
(農林畜産課) 遊休農地の筆数 件 104 122 101 117

予定より遅
れている

100

農業委員・農地利用最適化推進委員と連携して農地パトロールを行うこと
で、市内農地の利用状況を把握する。また、遊休農地の所有者への指導
や、農業の担い手による農地の集積をあっせんすることで、遊休農地の発
生防止・解消の強化を図る。

99 農地パトロール
低い数値を評価
各年度末時点

建設課 地籍調査事業の推進 ㎢ 1.8 0.00 0.03 0.03
予定通り進
んでいる

0.03
R7年度新期「和合松」C､D､E1､FI行程を実施する。葛原1-3の登記送付を行
う。 5.3

実施面積に実施した工程の換算
倍率により算定

各年度末時点

建設課 要望活動の実施（道路・河川） 回/年 3 3 3 3
概ね目標ど
おり

3 引き続き道路、河川事業の要望活動を行う 3 国・県への要望回数

建設課 市道改良工事件数 件/年 33 26 30 27
概ね目標ど
おり

30 予算の範囲内で重点的に修繕を実施する。 40
道路新設改良数（小修繕を含む
請負件数）

建設課 砂防事業箇所数 箇所 3（単年） 0（累計） 1（累計） 0（累計）
その他（測
定待ち等）

1（累計）
R５実施箇所継続実施
県に対して、新規要望を継続 1（累計） 実施箇所確認（累計R6～9）

（単年）（累計）を明
示、R6以降の目標値・実
績値をR6以降の累計で算
出

建設課 河川除草面積 ㎡/年 86,200 87,814 87,900 88,576
概ね目標ど
おり

87,900 安全通行を考慮し、重要箇所は２回実施予定。 87,900 実施面積計測

建設課 橋梁長寿命化対策 橋/年 7 7 8 13
目標を大幅
に上回った

4 橋梁の必要性等を精査し、長寿命化が必要な橋梁数を絞り込み実施する。 10 対策実施数（修繕・改良）

建設課 除雪協力業者数 社/年 35 30 31 30
概ね目標ど
おり

30 現在数の確保に努める。 32 協力業者確認

企画財政課 自主運行バス年間利用者数 人 144,593 160,674 166,500 171,565
概ね目標ど
おり

175,000

利用者や地域の意見を聴取しながら効率的な公共交通の確保をする。待合
環境向上や費用負担軽減のため、利用の多いバス停へのベンチ設置や運賃
割引を実施する。利用促進策として公共交通ガイドブック等を活用しなが
ら情報提供を行う。

177,356
乗務員がつける乗降数日報又は
ICカード通過数

企画財政課 バスターミナル乗降者数 人/日 221 267 277 303
概ね目標ど
おり

297
山県バスターミナル運用調整・活用会議を開催し、山県バスターミナルの
利用促進策について協議を行い、賑わいの創出や魅力向上を図る。 297

乗務員がつける乗降数日報又は
ICカード通過数

農林商工課
(農林畜産課) 農地の適正管理依頼通知数 通 79 61 79 92

目標を大幅
に上回った

79
雑草が生い茂っているなどの管理がされていない農地の所有者等に対し、
管理依頼通知を随時発送し、農地の適正管理を促す。 79 通知数の把握

農林商工課
(農林畜産課) 侵入防止柵支援事業件数 件 12 32 18 53

目標を大幅
に上回った

18 広報等により制度の周知を図り、有害鳥獣からの作物被害低減を目指す。 18 補助金交付件数の把握

農林商工課
(農林畜産課) 新規就農件数 件 0 1 1 0

目標を下
回った

1
相談窓口としての真摯な対応を心がけ、関係機関（県・JA・アグリチャレ
ンジ支援センター）と連携、情報共有をしながら支援していく。 3 認定申請件数の把握
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 ※「予定通り進んでいる」は、令和7年度の目標値に対し、概ね±10%以内を達成している場合としています。 赤字部分は、昨年度資料に掲載した内容から加筆又は修正しています。 4/6



【前期基本計画】 ↙ (　)：令和7年度担当課名 令和8年7月時点

令和４年度 令和９年度 目標指標の測定 備考

実績値(基準値) 実績値 目標値 実績値 進捗状況※ 目標値 （令和７年度実績を踏まえた）取組方針 計画目標値 あるいは取得の方法

令和7年度進捗状況・令和8年度取組方針

令和６年度 令和７年度 令和８年度基
本
目
標

施
策

担当課 指標名 単位

農林商工課
(農林畜産課) 栗生産農家数 件 11 11 11 11

予定通り進
んでいる

11 会議等で会員数を随時把握する。 11 栗組合会員数の把握 各年度末時点

農林商工課
(農林畜産課) 林地の地番図作成進捗率 ％ 3 6 8 8

予定通り進
んでいる

10 森林環境譲与税の予算の範囲内で可能な限り未整備地番の把握に努める。 15 地番図作成筆数の把握 各年度末時点

農林商工課
(まちづくり・

企業支援課)
制度周知のための情報発信回数 回/年 3 2 3 9

目標を大幅
に上回った

4
広報やまがた、やまがたお役立ちメールマガジンなどを用いて情報を発信
する。 4

市ホームページ、広報での情報
発信の回数を集計

農林商工課
(まちづくり・

企業支援課)
創業者数 人/年 13 9 11 10

概ね目標ど
おり

10 創業塾を主催（山県市商工会）し、新規創業者の支援を行う。 14
山県市商工会照会（個人事業主
を含む）

農林商工課
(まちづくり・

企業支援課)

地域経済牽引事業計画策定数（水栓
バルブ関係）

個/年 15 2 6 0
目標を下
回った

10
広報やまがた、やまがたお役立ちメールマガジンなどを用いて制度周知を
図るとともに、地域未来投資促進法に基づく基本計画に基づき事業を進捗
していく。

15 岐阜県企業誘致課照会

農林商工課
(まちづくり・

企業支援課)

岐阜・やまがた逸品認定制度による
山県産品の認定数

品目 58 68 70 68
予定通り進
んでいる

68 制度の周知をする。 70 岐阜・やまがた逸品認定制度 各年度末時点

農林商工課
(まちづくり・

企業支援課)
観光入込客数 人/年 581,694 629,860 635,000 611,659

概ね目標ど
おり

635,000 観光資源を市県外へPRする。 650,000
山県市観光入込客者数調査集計
表（年集計）

農林商工課
(まちづくり・

企業支援課)

近隣高校での合同企業説明会への出
展企業数

社 0 57 20 55
目標を大幅
に上回った

20 市内中小企業の雇用確保対策のため、市商工会と連携して実施する。 20 出展申込件数

企画財政課
(まちづくり・

企業支援課)
工場等設置奨励金新規交付企業数 社 5 11 7 6

目標を下
回った

5
市外企業の誘致を促進させていくために、県、地元企業及び不動産会社等
へ訪問するなど関係各所と情報交換を行うとともに、市内企業の市外への
流出を防ぐ。

5 奨励金交付件数

市民環境課

公共施設における温室効果ガスの排
出量(t-CO2)の削減割合(基準年度:平
成25年度)

％ 8.3 13.5 26.0 24.4
概ね目標ど
おり

33.0 施設に対し再エネの導入、省エネの推進を図り、排出量削減を図る 40
出典先：令和4年度山県市事
務・事業排出源別二酸化炭素の
排出量（市ホームページ掲載）

R6実績値、R7目標値を加
筆

市民環境課
カーボン・マイナス・シティ推進補
助金（仮称）交付件数

件 0 43 45 55
目標を大幅
に上回った

70 補助金PRを行い、申請件数増加を目指す。 100
取得先：カーボン・マイナス・
シティ推進補助金（仮称）交付
申請一式

水道課 上水道の水質基準の達成 － 基準内 基準内 基準内 基準内
概ね目標ど
おり

基準内 定期的な水質検査や浄水場の定期点検の実施 基準内 水質検査

水道課 下水道の接続率（公共下水道） ％ 47.2 51 53 51.1
予定通り進
んでいる

55.0 下水道接続キャンペーンや戸別訪問にて、接続推進を行う。 60 実績値 各年度末時点

水道課 下水道放流水の水質基準の達成 － 基準内 基準内 基準内 基準内
概ね目標ど
おり

基準内 放流水質の適正な維持管理を行い、適正放流水質を確保する。 基準内 水質検査

水道課
・

市民環境課
汚水処理人口普及率 ％ 86.3 87.4 88.0 87.7

予定通り進
んでいる

89.0
水質汚濁の進行を防止するため、合併浄化槽設置者に対し、補助金を交付
する。 90.3

岐阜県内市町村毎の汚水処理人
口普及率目標値は岐阜県汚水処
理施設整備構想(R5.3)山県市令
和7年度計画値

各年度末時点

市民環境課 1人1日当たりの排出量 g/人日 695.9 662 686 12月頃集計
その他（測
定待ち等）

683
市民へのごみの減量・適正処理の周知
生ゴミ処理機等補助金の交付 680 一般廃棄物実態調査

R6実績値、R7目標値を加
筆
低い数値を評価

市民環境課 一般廃棄物のリサイクル率 % 9.9 9 13 12月頃集計
その他（測
定待ち等）

14
市民へのごみの適正処理の周知
焼却灰のリサイクルの実施 15

一般廃棄物実態調査
缶・PET・びん・白色トレイ・
資源回収分・枝葉／全体量

R6実績値、R7目標値を加
筆

市民環境課 ごみ処理体制の方針 － 検討 検討中 － 検討中
その他（測
定待ち等）

－
ごみ処理施設の今後のあり方を検討
広域化か、改良し単独使用するか等の結論を9年度に決定したい。 決定
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 ※「予定通り進んでいる」は、令和7年度の目標値に対し、概ね±10%以内を達成している場合としています。 赤字部分は、昨年度資料に掲載した内容から加筆又は修正しています。 5/6



【前期基本計画】 ↙ (　)：令和7年度担当課名 令和8年7月時点

令和４年度 令和９年度 目標指標の測定 備考

実績値(基準値) 実績値 目標値 実績値 進捗状況※ 目標値 （令和７年度実績を踏まえた）取組方針 計画目標値 あるいは取得の方法

令和7年度進捗状況・令和8年度取組方針

令和６年度 令和７年度 令和８年度基
本
目
標

施
策

担当課 指標名 単位

総務課 広報紙に対する満足度 ％ － － － －
その他（測
定待ち等）

70 令和8年度アンケート実施予定 70 アンケート調査

総務課 自治会加入率 ％ 87.9 85.3 87.0 80.1
概ね目標ど
おり

81.0
引き続き自立して安定的に地域活動に取り組めるよう、自治会への支援を
行う。 81.8

実質的加入数（世帯分離等を考
慮して算出）

各年度当初時点

企画財政課
協働のまちづくり活動補助金新規申
請団体件数

件/年 ー 3 1 3
目標を大幅
に上回った

1
HPや広報、チラシを活用し市民に広く周知を行う。また、通年受付を行い1
件でも多く採択できるように努める。 1 各年度実績

総務課 第6次行政改革大綱実施計画の達成率 ％ － － － －
その他（測
定待ち等）

－
デジタル化や業務見直し等を進め、効率化と市民サービス向上を図る行政
改革を推進する 100

企画財政課 ふるさと納税寄附額 千円 519,045 552,950 600,000 371,993
目標を下
回った

600,000
人気返礼品の商品ページの作りこみ、新規返礼品開発、検索連動型広告の
強化により、ポータルサイトからの寄附獲得強化を図る。 700,000 各年度決算

総務課 職員数 人 245 240 248 238
予定通り進
んでいる

245 積極的な人材確保を行う。 248 令和7年度計画値 各年度当初時点

市民環境課
マイナンバーカードの申請率（保有
枚数率）

％ 69.2 78.7 84.0 82.2
予定通り進
んでいる

86.0 マイナンバーカードの利便性のPRに努める。 87.0

総務省公表「人口に対する保有
枚数率」各年度末（令和4年度
実績値は「人口に対する交付枚
数率」）

各年度末時点

総務課 建築系公共施設の延床面積 ｍ2 146,697 146,476 － 140,414
その他（測
定待ち等）

138,900 公共施設等管理計画に基づき実施していく。 117,512 既存施設の延床面積 低い数値を評価

総務課
建築系公共施設の長寿命化計画等策
定施設数

施設 2 3 － 3
その他（測
定待ち等）

－ 公共施設等管理計画に基づき実施していく。 39 長寿命化計画等策定済施設数

企画財政課 基金残高（財政調整基金） 億円 28.2 29.2 25.0 30.3
予定より早
く進んでい
る

19.0
基金繰入の抑制に努めつつ、中長期的に取り組むべき課題に対しては時期
を逸することのないよう財政運営に努める。 19.0 各年度決算 各年度末時点

企画財政課 実質公債費比率 ％ 9.1 10.0 9.5 決算後に提出
その他（測
定待ち等）

9.0
将来人口の減少を見据え発行抑制に努めつつ、有利な地方債を活用し適正
な予算確保に務める。 9.0 各年度決算 低い数値を評価

企画財政課 企業版ふるさと納税件数 件 3 12 10 14
目標を大幅
に上回った

10
企業版ふるさと納税のマッチング支援契約を複数の事業者と締結し、全国
の企業から広く寄附を募る。 10 各年度決算

企画財政課 経常収支比率 ％ 88.6 91.4 90.5 決算後に提出
その他（測
定待ち等）

90.0 ＤＸの活用などにより業務の効率化を図り、経常経費の縮減に努める。 90.0 各年度決算 低い数値を評価

企画財政課 自主財源率 ％ 34.1 33.6 34.0 31.6
概ね目標ど
おり

35.0 ふるさと納税の新規寄附獲得を図るなど自主財源の確保に努める。 35.0 各年度決算

税務課 市税収 億円 29.4 28.1 28.5 27.9
概ね目標ど
おり

28.7 新規滞納者への早期対応などにより税収の確保に努める。 28.9 各年度決算

企画財政課 書かない窓口対応手続き数 種類 0 27 20 51
予定より早
く進んでい
る

20
デジタル田園都市国家構想デジタル実装タイプ（ＴＹＰＥ１）実施計画に
よる目標は達成。今後は、新しい地方経済・生活環境創生交付金デジタル
実装タイプ（ＴＹＰＥ１）実施計画に基づき事業を進めていく。

20
窓口申請支援サービスで実施で
きる手続きの数

各年度末時点

総務課
(企画財政課) LINE公式アカウントの友だち登録数 人 0 1,750 2,400 2,173

予定通り進
んでいる

2,400 主管課を総務課に移し、更なる友だち獲得に向けた取り組みを実施する。 2,400
LINE公式アカウントの友だち登
録数

各年度末時点

総務課 電子決裁率 ％ 0 16 40 16
目標を下
回った

30

電子決裁運用手引きを見直し、市長決裁まで電子決裁を拡大する。また、
全庁的に実績値が低いことから、長年の慣れ等職員の意識の低さが根底に
あると思われるため、各課の電子決裁率を10%以上底上げできるよう、情報
発信を定期的に行い、意識向上を図る。

50
文書管理システムでの電子決裁
率

企画財政課 キャッシュレス決済比率 ％ 0 7 40 9
目標を下
回った

40 窓口への掲示や、支払い時の声掛けによる周知を実施する。 40
窓口手数料支払いにおける
キャッシュレス収納割合（金
額）

本庁窓口分
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